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小 田 原 商 工 会 議 所     

        
機関名 小田原商工会議所（小田原市・箱根町が管内） 
所在地 神奈川県小田原市城内１－２１ 
電話番号 ０４６５－２３－１８１１ 
地域概要   (1)管内人口    ２１万３千人 (2)管内商店街数   ３４商店街 

(1)商店街数    ２７ 商店街 (2)会員数      ９９９商店 事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率        ％ (4)大型店空き店舗  １   店 
商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 

      
【事業名と実施年度】 
 
平成１３年度 マネジメント対策事業 商店街フェア       

総事業費  7,655 千円 

    
【 事 業 実 施 内 容 】  
 
１．背景 
神奈川県小田原市は神奈川県の西部、人口約 20 万(約 74 千世帯)の中核都市である。 
古くは北条氏の治めた小田原城を中心に城下町として、また東海道の要衝・宿場町として

栄えた。 
 産業では 3 次産業が約 67％
と大半を占めている。しかし、

観光地としてのかつての賑わ

いは年々衰えており、地域活

力の低下を招いている。また、

周辺地域への大型店の相次ぐ

進出により、消費者の流出が

進み、モータリゼーションの

進展がそれを後押ししている。

この結果、中心商店街の活力

低下が急速に進んだ。 
 そこで、商店街に活気を取

り戻し、特に次代をになう若者の来街を促進するため、商店街マネージャーからの助言・指

導により以下を目的として、小田原中心部の 16 の商店街が共同で「商店街フェア」を開催

するに至った。 
  ①イベントを通じて地域生活者の商店街への愛着を高める 
  ②イベントによる効果的な情報発信機能を確立する 
  ③商業者共通の連帯感を生ませて結束力を高める 
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２．事業内容 
（１）内容 

小田原市内の商業者が一丸となって「商店街の賑わいと活気」を取り戻せるよう、顧客に

地域商店街をもっと利用してもらおうとの試みにより、平成１３年１２月１日～１２月３１

日までの間、市内１６商店会の参加により歳末商店街フェアを開催した。 
 その中で、小田原 TMO の中にある「小田原商店街フェア事業計画策定事業」に基づく企

画を検討する中で、過去の歴史から、小田原には「桐座」という芝居小屋があり、芸能の発

信基地として機能していたことから、「小田原角吉」にて往時をしのび、実験的に芸能イベン

トとして吉本興業「小田原角吉特別講演」を開催するに至った。 
 なお、吉本興業選定については商店街マネージャー仲介のもと、11 月に視察会を開催。「施

設というハードに大きなお金をかけるのに、ソフトにあたる事業費がなく有効活用を考える

知恵や人材も無く、結果としてハコだけが突出している例が多分にある。「当社としても有効

なセクションとしてとらえている」との説明を受けた。 
 
（２）来場者 
歳末商店街フェア期間中、市内１６商店会に約６万人が来街した。 

 
【 効 果 】 
 
 歳末商店街フェアの各商店会の景品として、福引やガラガラ抽選等により吉本興業「小田

原角吉特別講演」に、第一部、第二部ともに５０人を招待したが、特に歳末商戦に飛躍的な

改善は見られなかった。 
 しかし、若年層からの問い合わせは多く、若年層の目を商店街に向けることが出来たこと

から商店街の PR,イメージアップ効果が図られた。 

  イベントは単に歴史や文化を表現するイベントでなく、もう一度掘り下げていかねばならない「流

行」を研究し、若者を巻き込む芸能イベントを今後も研究・検討していく。   

 

 
 

イベントが行われた「小田原角吉」 
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【 課 題 ・ 反 省 点 】 

 
 小田原に芸能が育つ土壌があるか、あわせて商店街活動の相乗効果がはかれるかどうか検

討していくことが課題である。 
 
【 関 連 Ｕ Ｒ Ｌ 】 
 
小田原商工会議所  http://www.odawara-cci.or.jp/ 
小田原ＴＭＯ  http://www.odawara-tmo.com/ 

 

 

          商店街フェアーチラシ 若者に人気のコメディアンも招いた。 
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             特賞はディズニーシー御招待！ 


